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することを認めた｡ ついでイオン交換樹脂 Dowexlx2のギ酸型のカラムを使用して, ビオチン, デス
チオビオチンその他のビオチン関連物質の新しい分離定量法を確立 し, 微生物の蓄積するビオチン活性物






物質は7-ケ トー 8- アミノペラルゴン酸であることを証明した｡
さらに BacilussPhaericusの休止菌体を使用してピメリン酸からデスチオビオチンを生合成させるこ
とに成功し, その生合成にあたってアラニンその他のアミノ酸が関与することを認めた｡
Baciluscereusを C14で標識したピメリン酸を使用して培養し, 標識された7-ケ ト-8- アミノペラ






著者は以上の実験事実から微生物でのビオチン生合成経路はピメリン酸-7-ケ トー 8- アミノペラル
ゴン酸- デスチオビオチン一ビオチンであり, 細菌でのこの系の一部は生成するビオチンによって rep-
ressionを受けると結論した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ビオチンは生体内で炭酸固定反応その他に関与する重要なビタミンである｡ 従来数種の微生物がビオチ
ンおよびその関連物質を生産することは知られていたが, その生成量が少なく, 生合成系の解明はきわめ












とも微生物ではピメリン酸-7- ケ ト-8- アミノペラルゴン酪- デスチオビオチン-,ビオチンの生合成
系の存在することを明確にし得たことは大きな業績である｡
この間に得られた知見は微生物生理学, ビタミン学に寄与するところきわめて大きいO よって本論文は
農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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